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●名古屋城を「戦後復興のシンボル」に 20170826 ０１

天
守
⽊
造
化
の
よ
う
な
複
雑
な
問
題
に
は
、
こ
の
よ
う
な
⽐

較
表
を
作
り
、
⽊
造
化
に
つ
い
て
名
古
屋
市
は
市
⺠
に
説
明

し
、
⽊
造
化
へ
の
市
⺠
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
⻑
は
﹁
資
料
が
あ
る
の
で
、
ス
ン
プ
ン
違
わ
ぬ
国
宝
の
復
元
が
で
き
る
・
左
の
案
﹂

と
⾔
っ
て
い
ま
す
が
、
作
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
﹁
真
ん
中
・
観
光
で
儲
け
る
ハ
イ
テ

ク
⽊
造
の
展
望
台
﹂
で
す
。
私
た
ち
は
、
⽊
造
化
に
反
対
し
て
﹁
右
の
案
・
市
⺠
に
愛

さ
れ
る
こ
と
を
⽬
指
し
、
耐
震
改
修
＋
博
物
館
刷
新
﹂
を
訴
え
て
い
ま
す
。
3
案
を

並
べ
、
観
光
と
⽂
化
を
わ
け
、
安
全
の
問
題
を
指
摘
し
、
市
に
耐
震
改
修
案
の
作
成
を

求
め
ま
す
。

﹁
違
法
建
築
﹂
の
案
は
、
⽯
垣
を
積
み
な
お
し
て
か
ら
、
４
０
０
年
前
の
⽊
造
天
守
を
そ

の
も
の
を
作
る
の
で
、
7
年
と
⼯
期
は
⻑
く
か
か
り
、
建
設
費
は
３
５
０
億
円
と
安
く
な

り
ま
す
。
︵
読
売
新
聞
に
よ
る
。
案
は
名
古
屋
市
に
未
提
出
。
⾃
⺠
党
、
公
明
党
が
所
持
︶

﹁
法
適
⽤
除
外
﹂
は
、
名
古
屋
市
が
ゼ
ネ
コ
ン
コ
ン
ペ
に
あ
た
っ
て
、
条
件
と
し
て
出
し

た
も
の
で
す
。
⽵
中
⼯
務
店
は
そ
れ
に
応
じ
、
名
古
屋
市
は
こ
れ
を
選
ん
だ
の
で
、
現
在
、

名
古
屋
市
案
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
法
で
定
め
て
い
る
第
３
者
機
関
の
名
古
屋
市
建
築

審
査
会
の
﹁
同
意
﹂
を
い
ま
だ
得
て
い
ま
せ
ん
。
①
原
形
︵
国
宝
同
等
︶
な
の
か
。
②
再

現
や
む
な
し
の
根
拠
は
な
に
か
③
法
同
等
の
﹁
安
全
﹂
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。
に
つ
い

て
、
名
古
屋
市
に
替
わ
っ
て
、
建
築
審
査
会
が
市
⺠
に
説
明
す
る
よ
う
に
、
名
古
屋
市
議

会
に
請
願
し
ま
し
た
が
、
議
会
は
﹁
請
願
を
審
議
し
な
い
﹂
で
し
た
。

文化庁と石垣部会は史跡の石垣
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﹁
ス
ン
プ
ン
違
わ
ぬ
国
宝
名
古
屋
城
﹂
は
﹁
違
法
建
築
﹂
で

あ
り
、
危
険
で
す
の
で
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
建
て
て
も
中
に
入
れ
ま

せ
ん
。
建
築
基
準
法
は
﹁
・
・
最
低
の
基
準
を
定
め
て
、
国
⺠
の
⽣
命
、
健
康
及
び
財

産
の
保
護
を
図
り
、
も
っ
て
公
共
の
福
祉
の
増
進
・
・
﹂
と
定
め
て
い
ま
す
。

⽕事 と 地震
丸岡城は震度7の地震で崩壊（昭
和23年）したが、建築基準法適⽤
除外で重要⽂化財にした。

建築基準法6条の２

木造の建築物で三以上の
階を有する伝統木造建築
は作れない。構造計算な
し。（注：時刻歴応答解析）

⽊軸⼯法

3階建ての⽊造は多くあり、
ツーバイフォー⼯法、
パネル⼯法はＯＫ。
今は特例として6階まで実
績を積んでいる。
何とか、国産材を⽣かそ
うと国も私たちも努⼒中。

不燃都市ロンドンで⽊造⽕災なのか？⽊造の
ように⽕の回りが早い。
2017年6⽉14⽇ 死亡者80名以上

空襲の悲惨さに、親⽗は「燃えな
い天守だ、⼤阪のようにコンク
リートで」と寄付をしたが、国も
戦後に都市の不燃化を法制化した。

都市計画法
防⽕地域、準防⽕地域の地域指定

建築基準法26条（防⽕壁）
実質１０００㎡以上の⽊造の禁⽌

建築基準法27条 特殊建築物
不特定多数の⼈が⼊る（展望台）施設を、3階以上にもうけ

る場合は耐⽕建築物としなければならない。

建築基準法35条令121条

⼆⽅向避難
ロンドンの⽕事では階段
が⼀本しかなく、階段は
煙突となり、燃えない階
段の中で窒息死した。

火事

昨年６⽉の広報なごやでは、⼩型エレベータがつくだけの「史実に忠実な復
元」とあり、この６⽉の寄付⾦集めのＮＨＫのニュースも同様でした。

⽊造天守の外観は、現天守と変りません。このインテリアの為に500億円。 畳は史実に反しています。

文化庁と石垣部会は史跡の石垣

現
状
の
⽯
垣
は
史
跡
で
す
の
で
、
残
す
こ
と
が
⼤
前
提
で
す
が
、
空
襲
で
焼
け

て
お
り
、
花
崗
岩
の
耐
⼒
は
７
０
％
ほ
ど
に
落
ち
て
い
ま
す
の
で
、
補
強
せ
ず

に
⽊
造
天
守
を
⽯
垣
に
載
せ
る
の
は
、
危
険
で
あ
り
、
検
討
が
い
り
ま
す
。
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﹁
法
適
⽤
除
外
﹂
は
、
名
古
屋
市
の
コ
ン
ペ
条
件
で
あ
り
、
進

め
て
い
る
案
で
す
が
、
建
築
審
査
会
の
同
意
を
得
て
い
ま
せ
ん
。

建築基準法第三条
（法適⽤の除外）
⼀ ⽂化財保護法 （昭和⼆⼗五年法律第⼆百⼗四
号）の規定によって国宝、重要⽂化財、特別史跡
名勝天然記念物⼜・・として指定された建築物
四 第⼀号に掲げる建築物⼜は保存建築物であ

つたものの
①原形（国宝名古屋城）を再現
する建築物で、
②特定⾏政庁（名古屋市）が
③建築審査会の同意を得て
④その原形の再現がやむを
得ないと認めたもの

※この中の絵は、竹中工務店の昨年3月の提案書による。名古屋城ＨＰよりダウンロード。一部文字を書き加えている。

市の⽯垣部会
・

⽂化庁
記念物課史跡
部⾨への現状変
更申し込みをし、

・
⽊造天守は
復元委員会

⽇本建築
センター
「防災評定」
「構造評定」
法同等の「安
全」と認める

国交省⼤⾂認可 ⽂化審議会

第3者機関 建築審査会

第3者機関 建築審査会

来年2⽉完成予定
基本設計図書

「仮設」で
●ハイテク防災

⽊軸＋パネルの
●ハイブリッド構造

〇壁パネル

建具の中に耐震材
を仕込み、壁とす
る。
⾒た⽬は、史実と
⼤きく違うが。

〇床パネル 床を⼀枚のパネルとする。
⾒た⽬は
わからない。

わからない
なら史実に
忠実と。

⾚の国宝名古屋城天守をまず復元して、⻘
の「現代の建築：⽊造６階建ての展望台」
として、必要な、最低限として⼈の安全を
考えた設備は、エレベータも、階段も、消
⽕設備も、換気設備も、全て「仮設」であ
り、取り外しができるので「国宝 そのも
のの」が、復元される。よって、法適⽤除
外となる。
「仮設」として、実際にはハイテク防災を
常設していなければ、観光客は⼊れないで、
この「仮設建築」を、本建築として申請す
る。こういうのを「詭弁」というのでは？

違法建築より150億円⾼い
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﹁
仮
設
﹂
で
●
ハ
イ
テ
ク
防
災

を
少
し
⾒
て
み
ま
す
。

⽵
中
⼯
務
店
は
こ
れ
で
⾏
う
。
⾃
信
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
約
束
ま
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
、
⽇
本
初
の
⽊
造
6
階
建
て
展
望
台
で
す
。

●⼀⽅向避難 である
ので、加圧排煙のハイテ
ク技術を使うのでしょう
が、⼆⽅向避難に相当か。

⼩天守が⽕事になった
ら？

避難トンネルとス
ロープは⽬障りで
すが、必要です。

●⽊材での耐⽕2時間材もあります。
（平成12年より耐⽕設計法）
鉄⾻に⽊材を貼っても、安くて、⾒栄えは、、

柱・梁は⼤材で
あり、燃え広が
る前に、避難階
段を使い、500
⼈が逃げおおせ
るという避難シ
ミレーションは
出来ましょうか。
壁・床パネル構
造を利⽤して、
防⽕区画のため
の耐⽕材が使わ
れると思います。

名古屋市の作成したゼネコン公募要綱から、市が求める設備を写真に⼊れて
みます。天井がないので隠せないのではなく、「仮設」のハイテク表現です。

「仮設」避難階段⾞いす「仮設」エレベーター

⾮常照明・照明

スプリンクラー配管

⽔噴シャッター 換気ダクト

建具を「仮設」壁とする

排煙ダクト

名
古
屋
市
と
そ
の
委
嘱
さ
れ
た
先
⽣
⽅
は
⽵
中
⼯
務
店
案
を
認
め
、
名
古
屋
市
案
と
し
ま
し

た
が
、
名
古
屋
市
建
築
審
査
会
は
未
だ
に
﹁
同
意
﹂
し
て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
な
の
で

し
ょ
う
か
？

⽇
本
建
築
セ
ン
タ
ー
は
法
同
等
の
﹁
安
全
﹂
だ
と
み
と
め
﹁
評
定
﹂
を
お
ろ

す
の
で
し
ょ
う
か
？

⽂
化
庁
は
こ
の
姿
を
原
形
︵
国
宝
名
古
屋
城
天
守
︶
だ
と
認
め
る
の

で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は
私
の
指
摘
で
な
く
、
⽵
中
の
提
案
書
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
名
古
屋

市
が
市
⺠
に
説
明
し
な
い
の
で
、
私
が
代
わ
り
に
提
案
内
容
を
解
説
し
て
い
る
だ
け
で
す
。

⽊
造
天
守
の
姿
は
、
現
代
の
城
と
し
て
あ
る
ほ
ど
、
名
古
屋
市
が
市
⺠
に
説
明
す
る
空
襲
で

燃
え
た
﹁
国
宝
名
古
屋
城
の
復
元
﹂
か
ら
遠
ざ
か
り
ま
す
。
名
古
屋
市
は
寄
付
⾦
を
集
め
る

以
上
、
市
⺠
に
こ
の
姿
と
、
そ
れ
で
も
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
リ
ス
ク
を
、
⽰
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
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⽊
軸
＋
パ
ネ
ル
の
●
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
は
、

耐
震
改
修
を
し
た
現
天
守
よ
り
、
強
い
の
か
？

●昨年5⽉城総合事務所は、熊
本城より名古屋城がＩＳ値が
⼩さく危険。早急に対策が要。

マスコミは、市長
の言葉を垂れ流す
だけ、有識者とは
だれか？

名古屋市営繕部の
プロはなぜ発言し
ない。
と、私は怒る。

●昨年12⽉、名古屋市城
総合事務所は「⼊場制
限」はしない。と、発表
した。

●⽊造復元により安全性を確保。

●市⻑「天守⽊造化は
⾯⽩い」と公約にして、
3期⽬も当選

昨年3⽉に天守⽊造化の
名古屋市案は出ていて、
今年の3⽉まで継続審議 「今のコンクリ天守より⽊造の⽅が地震に強いの？」

と、聞かれ、私は困りました。
●熊本城 ⽊造化の声もでたが国は70億円で修繕と耐震補強をする

ＩＳ値0.37でも最

上階の柱は修理限
界を超えたので壊
して作り直す。
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﹁
観
光
﹂
と
﹁
⽂
化
﹂
は
、
分
け
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

⽂
化
は
市
⺠
が
⽣
き
て
い
く
上
の
誇
り
で
す
が
、
観
光
は
⽣
き
る
た
め
の
事
業
で
す
。

ＧＤＰ12兆円の名古屋が描く、将来の都市ビジョンは？
●今は「ものづくり」のサービス基地で名古屋は稼いでいます。
●市内に泊まる外⼈観光客は約20万⼈。ＧＤＰでは300億円でしょうか。
●名古屋の都市計画は昭和46年以来、⼯業都市のままですが、⼯場の
多かった港区・中川区の⼈⼝が急速に伸びています。住宅地化です。

⼦供から⽼⼈まで、暮らしやすい都市づ
くりが、「ものづくり」の基点としての
名古屋の都市ビジョンだと、考えます。
名城公園と合わせて名古屋城を市⺠の為のオープンスペースとして⼀体
的に活⽤しされるようにしましょう。今、市⺠は⼊場者の1割しかいま
せん。広告代理店は観光客をより⼊れようと「⾯⽩い」事の連発ですが、
市⺠に愛される城であるべきことを忘れています。市⺠の愛する城にす
るならば、おのずと、観光客も増えて来ます。

●愛知県
観光事業に⽣きる活
路を⾒出さなければ
ならない地域と、中
部の観光の基点とな
る空港を抱えていま
す。
観光局を25⼈で⽴
ち上げ、トップは⺠
間から引っ張ってき
ました。名古屋城は
貴重な観光名所です。

●国
歴史まちづくり
法で、地⽅を⽀
援。全国に対し
て2年で２5億円
の予算でした。

「地方創生」の切り札、ＧＤＰ６００兆円達成
への柱と位置づけ、意欲的な目標と、達成に向
けた具体策を盛り込んだ「明日の日本を支える
観光ビジョン」を取りまとめました。

「目標は訪日外国人旅行客の大幅増加に加え、
外国人旅行消費額を２０２０年４０００万人で
８兆円、２０３０年６０００万人で１５兆円と
し、現在４割に満たない地方部への宿泊比率を
５０％以上に高めることなどを掲げた。野心的
で非常に高い目標だが、政策を総動員すること
で、実現可能である。」のだそうです。
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それぞれの理由により、美しく復元されましたが、共通な事は、
無いから、作った！ことです。

名古屋城は復元されて、美しく今もあります。

復元された建物 いずれも重要⽂化財ではありません。図⾯なぞなくても⽊造復元はできます。

⾦閣寺 1955年 安⼟城 1992年 掛川城 1995年 ⼤洲城 2004年

⽂化庁⾃らが復元した⼤極殿。屋外博物館

現
在
あ
る
天
守
を
壊
さ
な
い
事
に
は
、
⽊
造
天
守
は
で
き
ま

せ
ん
。

なぜ、壊すのですか。
空襲では8000⼈の市⺠が亡くなりました。焼け野原か
ら⽴ち上がるのだと、市⺠は2億円の寄付をしました。

今や、「戦後
復興のシンボ
ル」として、
登録有形⽂化
財となります。
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私
た
ち
の
案
﹁
耐
震
改
修
＋
博
物
館
の
刷
新
﹂
で
す
。

名
古
屋
市
は
ウ
ソ
で
、
耐
震
改
修
案
を
消
し
た
の
で
し
た
。

昨年5⽉、市⺠アンケートの⽂⾯です。ヤラセ！

名古屋テレビ塔
名古屋の戦後復興のシ
ンボル。竣工 昭和２
９年（1954年）築61
年 鉄骨コンクリート
造国指定の有形文化
財 平成17年（築51
年）指定

名古屋大学豊田講堂
モダニズム建築の一つの到
達点を示す作品。竣工 昭
和３５年(1960年）築55年
コンクリート造国指定の有
形文化財 平成23年(築52
年）指定

名古屋市庁舎
意匠に優れ、昭和初期
の記念的建築として価
値がある。竣工 昭和
8年(1933年）築82年
鉄骨コンクリート造
重要文化財 平成26年
(築81年）に重文指定

昨年11⽉議員に、今年2⽉に市に以下を反証しましたが無視されまし
た。名古屋に⺠主主義はありません。マスコミも知っていて知らん顔
です。建物の寿命は⼈が決めるものです。

名古屋市は、昨年「現天守は
耐震性が悪い。取り壊して、
木造としたい。」と文化庁に
申し入れました。
天守を壊す理由は、名古屋が元気なるでも、
観光で儲けるでもないのでした。それでは文
化庁に対し、ウソが明白だと思ったのでしょ
うか。

市⻑には、ウソを⾔っている
意識はありません。

⽂化庁は怒っていましょう。
「現天守は価値がある。耐震補強をするの
でなく、壊すことに市⺠の賛同を得られて
いるのか。」が⽂化庁の回答でしたのに、
役⼈は市⺠に伝えていません。名古屋市は
市⺠を騙しています。

河村市⻑は⾔います。
「名古屋城には、資料
がある。スンプン違わ
ぬ⽊造天守ができる。
⽂化庁も、天守は⽊造
だと、そ〜ぅ、⾔って
いるのだ。」

⼀昨年12⽉タウンミーテイング、昨年5⽉市⺠アンケートの資料



●名古屋城を「戦後復興のシンボル」に 20170826 ０９

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 2月

名
古
屋
は
今
、
⿊
雲
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
、
耐
震

改
修
案
が
消
え
た
の
か
、
こ
の
⼆
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

2013年 2015年 2016年 2018年2017年

市
⻑
、
天
守
⽊
造
化
を
公
約
と
す
る
。

天
守
⽊
造
案
を
作
り
議
会
に
出
す
。

6
⽉
議
会
に
、
ゼ
ネ
コ
ン
に
よ
る
コ
ン
ペ
の

案
を
提
出
﹁
耐
震
改
修
し
て
も
40
年
の
寿
命
、

そ
の
時
に
は
⽂
化
庁
か
ら
⽊
造
と
⾔
わ
れ
る

の
で
、
な
ら
、
今
⽊
造
に
。
4
０
０
億
円
﹂

●
9
⽉
議
会
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
コ
ン
ペ
を
認
め
た
。

市
⻑
と
の
全
⾯
対
決
を
さ
け
、
議
員
報
酬
ア
ッ
プ

を
図
る
。
4
年
前
の
、
議
会
リ
コ
ー
ル
、
報
酬
半

減
の
再
現
は
し
た
く
な
い
。
天
守
⽊
造
化
の
議
論

は
、
案
が
出
て
き
て
か
ら
、
市
⺠
ア
ン
ケ
ー
ト
も

取
り
、
そ
れ
か
ら
で
も
否
決
で
き
る
。

●
ゼ
ネ
コ
ン
公
募
要
綱
に
は
、
⼆
つ
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
あ
り
、
選
べ
な
い
と
評
価
委
員
か
ら
あ
り
。

●
名
古
屋
市
消
防
⻑
か
ら
、
こ
の
進
め
⽅
で
は
⽊

造
天
守
は
出
来
な
い
と
、
市
⻑
に
提
⾔
あ
り
。

●
議
会
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
﹁
い
ず
れ
は
⽊
造
﹂
を

加
え
て
3
択
に
し
、
混
迷
を
深
め
る
。

「天守は⽊造だ。」のキャンぺーン

１２月タウンミーテイング

３月竹中工務店案案の発表

６月広報なごや

５月アンケート
市民報告会

●
６
⽉
議
会
へ
天
守
⽊
造
化
予
算
が
提
出
さ
れ
る

も
、
議
会
は
﹁
市
⺠
は
急
い
で
い
な
い
。
﹂

市
⻑
、
竣
⼯
を
２
０
２
２
年
と
伸
ば
し
天

守
⽊
造
化
予
算
を
９
⽉
議
会
に
再
提
出
。

●
５
⽉
⒓
⽇
⽂
化
庁
・
⽯
垣
部
会
か
ら
﹁
⽊
造

天
守
あ
り
き
﹂
の
⽯
垣
調
査
は
認
め
な
い
と
あ

り
、
﹁
天
守
⽊
造
化
﹂
は
⼊
り
⼝
で
ス
ト
ッ
プ
。

●
８
⽉
９
⽇
。
市
⻑
よ
り
、
﹁
⽯
垣
を
⼤
事
に

考
え
る
﹂
と
書
⾯
で
⽰
さ
れ
た
が
、
具
体
策
が

な
く
、
今
後
が
⾒
え
な
い
。

２０００人の
出口調査

●
市
か
ら
、
﹁
⾚
字
に
な
る
時
は
、
税
⾦
を
投
⼊

す
る
。
﹂
の
答
弁
を
聞
き
、
市
⻑
選
の
争
点
と
し

な
い
と
の
政
局
の
判
断
か
ら
、
調
査
・
設
計
費
8

億
円
の
予
算
を
認
め
る
。
も
は
や
、
議
会
に
城
の

議
論
な
ど
な
い
。

●
11
⽉
議
会
。
五
百
億
円
の
建
設
費
に
税
⾦
を

使
わ
な
い
と
い
う
市
の
事
業
計
画
、
年
三
六
⼗

万
⼈
の
⼊
場
者
が
が
40
年
続
く
に
反
発
す
る
も
、

継
続
審
議
に
。

市
⻑
、
年
度
内
に
天
守
⽊
造
化
予
算
を
認
め

な
い
と
重
⼤
な
判
断
を
す
る
と
議
会
を
脅
す
。

4
⽉
市
⻑
選
挙
。
天
守
⽊
造

化
の
公
約
を
実
現
し
た
。
と
、

選
挙
に
勝
つ
。

5
⽉
⽵
中
と
市
は
、
設
計
・
施
⼯
分
離
で
契
約

６
⽉
名
古
屋
市
は
寄
付
⾦
条
例
を
定
め
、
展
開
中

２
０
１
８
年
２
⽉
基
本
設
計
完
成
予
定

新
聞
記
事
を
読
ん
で
も
﹁
違
法
建
築
﹂
も
﹁
法
適
⽤
除
外
﹂
も
、
﹁
耐
震
改
修
案
﹂
も
あ

り
ま
せ
ん
。
施
主
の
名
古
屋
市
は
、
設
計
者
で
も
あ
り
、
違
法
建
築
も
⾒
張
る
の
で
す
が
。
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⽂化財保護法
第⼀条 （この法律の
⽬的） この法律は、
⽂化財を保存
し、且つ、その
活⽤を図り、
もつて国⺠の⽂化的向上
に資するとともに、世界
⽂化の進歩に貢献するこ
とを⽬的とする。
第⼆条 （⽂化財の定
義） この法律で「⽂化
財」とは、次に掲げるも
のをいう。
⼀ 建造物、絵画、彫
刻、⼯芸品、書跡、典籍、
古⽂書その他の有形の⽂
化的所産で我が国にとつ
て歴史上⼜は芸術上価値
の⾼いもの（これらのも
のと⼀体をなしてその価
値を形成している⼟地そ
の他の物件を含む。）並
びに考古資料及びその他
の学術上価値の⾼い歴史
資料（以下「有形
⽂化財」とい
う。）
四 ⾙づか、古墳、都
城跡、城跡、旧宅その他
の遺跡で我が国にとつて
歴史上⼜は学術上価値の
⾼いもの、庭園、橋梁、
峡⾕、海浜、⼭岳その他
の名勝地で我が国にとつ
て芸術上⼜は観賞上価値
の⾼いもの並びに動物
（⽣息地、繁殖地及び渡
来地を含む。）、植物
（⾃⽣地を含む。）及び
地質鉱物（特異な⾃然の
現象の⽣じている⼟地を
含む。）で我が国にとつ
て学術上価値の⾼いもの
（以下「記念物」とい
う。）

５
⽉
に
⼆
⼗
⼀
回
⽬
を
迎
え
た
、
⽯
垣
部
会
︵
⽂
化
庁
同
席
︶
か
ら
﹁
⽊
造
天
守

あ
り
き
の
⽯
垣
調
査
願
い
を
求
め
ら
れ
て
も
、
⽯
垣
の
保
全
の

⽴
場
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
。
⽯
垣
こ
そ
⽂
化
財
で
あ
る
。
﹂
を
、

絵
で
⽰
し
て
説
明
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
作
る
﹁
復
元
﹂
の
⽊
造
天
守
は
⽂
化
財
で
な
い
の
で
、
⽯
垣
優
先
で
な
い
と
、

⽂
化
財
保
護
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

現
天
守
は
申
請
さ
え
す
れ
ば
、
登
録
有
形
⽂
化
財
に
な
る
と
私
た
ち
は
思
っ
て
い
ま
す
。

①取り壊し為の仮設が⽯垣に載るので⽯垣の耐⼒調査をしたい。

②⽯垣の補強、積みなおしは⽊造天守の完成あとで⾏う。積
みなおしには８年ぐらいかかるか。
これは、ゼネコンへの名古屋市からの要望であった。

２０２０年竣工が、２０２２年に延びても変わっていない。

③⽊造天守の重さを⽯垣に載せないように、
⽯垣内部にコンクリート打って、うける。こ
れも、名古屋市のゼネコンへの要望であった。

昭和３４年の施⼯図
によると、⽯垣の裏
にコンクリートがあ
るよう。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
⾚
を
塗
っ
て
、
⼯
事
中
の
姿
を
想
像

し
た
。
名
古
屋
市
の
﹁
史
実
に
忠
実
﹂
と
は
、
⾒
た
⽬

だ
け
の
事
の
よ
う
だ
。
﹁
⽂
化
財
の
⽯
垣
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
い
る
。
﹂
と
な
れ
ば
、
名
古
屋
市
の
コ
ン
ペ

条
件
が
違
う
の
で
、
コ
ン
ペ
の
や
り
直
し
と
な
ろ
う
。
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●満⾝創痍の名古屋城。公園は荒れています。戦後、鶴舞
公園と並ぶ都市公園として計画されたのですが、市⺠の史跡公園であることより、観光地
としてとらえられ、建物がドンドン建てられ、いつも⼯事中です。⽯垣は１０年経ても崩
れたままです。戦後植えた松は成⻑しすぎ、ツタが⽯垣を這い、⽯垣が⼼配です。

体育館

江戸村？

展示館

歌舞伎小屋

金シャチ横町

金シャチ横町

県と市の境界線

●４００年前の名古屋城（内藤昌復元）私たちは、⽊造が嫌いではないのです。
⽩塀・櫓など、史跡公園として整備し、北に広がる名城公園と合わせ、市⺠に愛される
オープンスペースとして、市には⼤切に計画していただきです。
⼆の丸御殿（江⼾村？）などは、いりません。県体育館も含めて建物を集め、オープン
スペースを確保してください。

体育館・展示館


